
K A W A M O T O E N V I R O N M E N T A L A C T I V I T Y

《環 境 方 針》

川本工業は、地球環境保護を企業活動の社会的責務の一つとして位置づけ

環境に配慮した事業活動を的確な対応により推進する。

１．各部門は、環境負荷低減のために、適正な環境目標を設定し、

環境マネジメントプログラムを策定して環境保護活動を実施する。

２．環境に関連する法規制、並びに同意可能な業界の規範及び自主的に

定める基準などを明確にし、順守する。

３．全社員に環境方針の周知を図るとともに、環境に関する教育を実施し、

環境保護活動の理解、意識の向上に努める。また当社の事業に係わる

協力業者に環境方針の周知を図る。

４．この環境方針を公表するとともに、地域社会とのコミュニケーションを図り

地域の環境保護に取り組む。

以上を継続的に推進し、また改善するため、

「環境マネジメントシステム」を確立・運用し、定期的に見直しを実施する。



私たちの事業活動がつながるゴール

SDGsは、国連が定めた「持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）」の略称で、

誰ひとり残さないことを目指し、先進国と途上国が

一丸となって達成すべき目標で構成されています。

私たちが社業としている建築設備は、社会インフラを

担っており、環境・社会・経済に大きな影響を与えて

います。

SDGsの掲げる持続可能な社会を実現するため、

私たちは事業を通して貢献していきたいと考えています。

 省エネルギー提案　導入事例

万葉倶楽部株式会社　ホテル京都エミナース

「ホテル京都エミナース」は洛西エリアにある瀟洒なホテルです。「京都　竹の郷温泉　万葉の湯」

が併設されており、敷地内から湧出する２種類の温泉を楽しむことができます。

人気観光施設へのアクセスも良好で、嵐山や東映太秦映画村へは車で30分で行くことができます。

設置から21年が経過した冷暖房機器は更新時期を迎えていたため、

「令和4年度 先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金」を利用して高効率機器に

更新しました。

住　　所： 京都市西京区大原野東境谷町2‐4

構　　造： 鉄骨鉄筋コンクリート造

地下１階　地上６階

延床面積： 15174.78㎡

更新設備： 吸収冷温水機

省エネルギー効果：

原油換算　22.424 kl/年 ※
1

　　※1　2023年2月時点の実績値より算出
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環境活動の報告

東京支店

通行者に注意しながら清掃活動をしました。

省エネルギー提案　導入事例

　社会福祉法人 若竹大寿会　かながわ地域活動ホームほのぼの

「かながわ地域活動ホームほのぼの」は2007年、横浜市神奈川区に開所しました。

地域活動ホームは、障がい児・障がい者及びその家族等の地域生活を支援する拠点施設として、

横浜市が独自に設置しています。

竣工から1５年が経過した空調設備は更新時期を迎えていたため、

2022年11月に空調設備の更新工事を行いました。

住　　所： 横浜市神奈川区神大寺2-2819

構　　造： 鉄筋コンクリート造

地上３階

延床面積： 1430.26㎡

更新設備： ガスヒートポンプエアコン

省エネルギー効果：

ガス使用量2６％削減※2

※2 改修前2022年度11月~4月と

　  改修後2023年度11月～4月の実績値より

建物外観
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25.8％削減

東北支店

ゴミ拾い及び雑草除去をしました。

本社・支店・営業所では清掃活動を継続的に行っています。
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環境活動の体制

川本工業本社ビルで使用するガスを

カーボンニュートラルLNG(CNL)に切り替えました

当社は、温室効果ガスの排出を抑え脱炭素社会の実現を目指すため、

川本工業本社ビルで使用するガスを2022年11月から、東京ガス㈱が提供する、実質排出量ゼロとみ

なされるカーボンニュートラルLNG(CNL)に切り替えました。

これによりすでに導入済みの「はまっこ電気」と合わせ川本工業ビルから排出するCO₂は

実質ゼロとなりました。

｢CNL｣は、天然ガスの採掘から燃焼に至るまでの工程で発生する温室ガスを、

新興国等における環境保全プロジェクトにより創出されるCO２クレジットで相殺することにより地球規

模ではCO２が発生しないとみなす液化天然ガス(LNG)です。
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※３ 2022年度の実績値(ガス＋電気)をもとに11月～3月のみ
CO₂排出量を０として導入後の数値を算出


